Concentration level of latamoxef sodium (LMOX) in prostatic tissue by 高尾, 雅也 et al.
TitleLatamoxef Sodium (LMOX)の前立腺組織内濃度
Author(s)高尾, 雅也; 松崎, 章ニ; 青, 輝昭; 長倉, 和彦; 藤岡, 俊夫; 畠,亮; 中村, 宏; 早川, 正道












高尾 雅也 ・松崎 章ニ・青 輝昭 ・長倉 和彦
藤岡 俊夫 ・畠 亮 ・中村 宏
琉球大学医学部泌尿器科学教室(主任:大澤炯 教授)
早 川 正 道
     CONCENTRATION LEVEL OF LATAMOXEF SODIUM 
            (LMOX) IN PROSTATIC TISSUE 
     Masaya TAKAO, Shoji MATSUZAKI, Teruaki Ao, Kazuhiko NAGAKURA, 
           Toshio  FUJIOKA, Makoto HATA and Hiroshi NAKAMURA
     From the Department of Urology, National Defense Medical College, Tokorozawa, Japan 
                            (Director: Prof. H. Nakamura) 
                         Masamichi HAYAKAWA
     From the Department of Urology, School fMedicine, University of Ryukyu, Naha, Japan 
                             (Director: Prof. A. Ohsawa) 
   The concentration of latamoxef sodium (LMOX) in serum and prostatic tissue was 
evaluated. Thirty seven patients with benign prostatic hypertrophy were given 1 g LMOX 
intravenously prior to prostatectomy. Prostatic tissue and blood were sampled at 1, 2 or 
3 hrs after administration f LMOX. 
   The concentration f LMOX in prostatic tissue was  17.4±3.4pg/g tissue,  11.1±1.3  pg/g 
tissue and 8.9±1.3 pg/g tissue 1, 2 and 3 hrs after injection, respectively (mean±S.E.). The 
penetration ratio of LMOX (concentration in tissue/in serum) to prostate was  30--45%. 
   Therefore, the 80% MIC of LMOX is lower than  8  pg/ml for most gram negative 
bacteria, the results uggest that LMOX is very effective against prostatitis caused by these 
organisms. 
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採 取法 は,経 尿 道 的 前 立腺 切 除 術(TUR-P)28例 と,
恥 骨 上 前立 腺 摘 出術(SPP)9例 で あ った.LMOX
濃 度 の 測 定 は,agarwell法(E.coli7437を用 い た
Bioassay法)によ りお こな っ た3).TUR-Pに よる
もの を,検 体 採 取 時 間 に よ り3群 に わ け,LMOX投
与 後1時 間後te検体 を 採 取 した もの をGroup1と
し,以 下 同様 に,2時 間 後 をGroup2,3時 間 後 を
Group3と した.症 例 数 は,Group1,7例,
Group2,14例,Group3,7例で あ った.SPPに
よる もの9例 は,す べ てLMOX投 与 後2時 間 後 に
検 体 を 採 取 した.す べ て数 値 は平 均 値 ±標 準 誤 差 と し,
有 意 差 検 定 はStudentのt検定 に よ りお こ な い,P<
O.05をも って 有意 と した.
結 果















Group3,59.5±3.6kgと有 意差 は み られ なか った.
また,血 清 ク レア チ ニ ン値(S-Cr.)も,Group1は
1.1±0.051ng/dl,Group2は1・2±0・06mg/dl,
Group3は1.2±0.11mg/dlと各 グル ー プ間 に 有 意
差 は認 め られ なか った(Table1).
LMOX濃 度 のGrouplか らGroup3ま での
経 時 的 な推 移 を み る と,Group1に お い て は,血 清
中 の濃 度(Cs)は39.4±4.5μg/m1,前立 腺 組 織 内の
濃 度(ct)は17.4±3.4μ9/9tissue,前立 腺 組 織 内
濃 度 と血 中 濃 度 の 比 す なわ ち 移 行 度(Pen.R.)は
44.8±6.9%であ った.Group2に お い て は,そ れ ぞ
れ33.o±2.Opg/m1,9.6±1.oμg/gtissue,29.6±3.1




例 に つ い て比 較 検 討 す る と,年 齢 ・体 重 ・S-Cr.は
両 者 間 に 有 意 差 は 認 め られ な か った(Tablc2)・
LMOXの 濃 度 お よび 移 行 度 で は,TUR-Pは33・0
±2.0μ9/ml,9.6±1.0μ9/gtissue,296±34%であ
り,sPPで は36.1±3.3μ9/ml,13.9±2.9μ9/gtis-
sue,44.8±14.4%とSPP症例 で は 組 織 中 濃 度 が 高































に つ い て,Stameyら がcephalothinの前立 腺 液 へ




















































織中のLMOXの 方が早 く減量することを示 してい










































































































aeruginosaに対 して は40%以下 の発 育 阻 止 率 しか 示 し
てい な い が,P.rettgeriおよびS.marcescensに対 し て
は80%以 上 の発 育 阻 止 率 を示 して お り,E.coli,S.
aureus,P.mirabilis,K.Pneumoniae,P.morganii,P。
inconstans,P.vulgaris,E.cloacae,S,faecatislこ対 し ては
90%以上 の発 育阻 止 率 を示 して い る(Fig.3)1).さら
に,P.cePaciaとP.aerugittosatl=つい てみ て み る と1時
間 後 の 前 立腺 組 織 内 のLMOX濃 度17μg/gtissueで
も,60%以 下 の発 育 阻 止 率 しか 得 られ ず ほ か の 菌 種
と比 較 す る と そ の 効 力 が 十 分 とは い いが た い.し か
し,ほ か の セ フ ァ ロス ポ リ ン系 薬剤 で あ るcefazoline
(CEZ),ceftizoxime(CZX),cefoperazone(CPZ)
と比 較 す る と,CEZ29点 滴 静 注 後2時 間 後 の 前 立
腺 組 織 内 濃度 は25～30Ptg/9tissueであ り,こ の 濃
度 で はP.cePaciaおよびP.aereginosaには 有 効 性 は
期 待 で きな いe),つぎに,CPZlg静 注後1時 間 後 の
前 立腺 組 織 内濃 度 は 約20Ptg/9tissueであ り,こ の
濃 度 で はP.aerugin・saに対 し てはLMOXよ り有 効
範 囲 が 広 い もの の,P,cePaciaに対 しては 同程 度 であ
る10).また,CZXO.59静 注 後1時 間後 の前 立 腺 組
織 内 濃 度 は12μ9/gtissueであ り,こ の濃 度 ではP.
cePaciaに対 して はLMOXに 比 しよ り有 効 で あ る
が,Paeruginesaに対 し てはLMOXよ りや や 有 効
範 囲 が 狭 く,LMOXの 方 が す ぐれ て いた(Table
3,4)9).これ ら以外 の セ フ ァPス ポ リン系 薬 剤 に お い
て は前 立 腺 移 行 度 に 関す る報 告 が な く,比 較 は困 難 で
あ る が,今 回 の検 討 で は,LMOXは グ ラム陰 性 菌 に
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